
強調月間：EF JEF
日時：５月８日（水）19時～20時30分
場所：東京YMCA西東京コミュニティーセンター
司会：山口 受付：大輪
ドライバー：野尻 記録：麻生
＜プログラム＞
＊開会点鐘 （会長）
＊ワイズソング
＊フリートーキング
「これからの武蔵野多摩について」②
アンケートをもとに話し合い 大輪さん

＊連絡・報告・にこにこ
＊今月のハッピーバースデー
出沼さん 清水さん

＊閉会点鍾

4月例会報告

４月例会報告

東京武蔵野多摩ワイズメンズクラブ
東京ＹＭＣＡ西東京コミュニティーセンター内 〒186-0002東京都国立市東1-4-20-102

TEL 042-577-6181 FAX 042-577-5574

ワイズメンズクラブモットー
強い義務感をもとう 義務は全ての権利を伴う

五つの誓い
1.自分を愛するように隣人を愛そう
1.青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう
1.世界的視野をもって国際親善を図ろう
1.義務を果たしてこそ権利が生ずる事を悟ろう
1.会合には出席第一、社会には奉仕第一を旨としよう

ワイズメンズクラブの目的
1.個人的にもまたクラブとしても、その奉仕活動を通じてＹＭＣＡの
活動を支援する

2. ワイズメンにふさわしい他の団体を支援する
3. 地域社会や国際的な問題に関心を持ち、一党一派に偏らない正義を
追求する

4. 宗教・社会・経済・国際などの諸問題について会員達を啓発し、
積極的に参加させる

5. 健全な交友関係を作り出す
6. この協会の国際・地域・区の事業を支援する。

【 2018～2019主題 】
国際会長 ムン・サン・ボン 「Yes, We Can Change!」
アジア太平洋地域会長 田中 博之 「Action!」
東日本区理事 宮内 友弥 「為せば、成る」
あずさ部長 廣瀬 健 「未来はそれに備える人のものである」
東京武蔵野多摩会長 山口 直樹 「地域に根差した活動を! 理事と共に・YMCAと共に」

【クラブ役員】
会長 山口直樹
副会長 大輪匡史
書記 麻生由美子

小林文彦
会計 鈴木 誠

２０１９年５月７日発行 ２０１９年５月号（通算２２４号）

「めいめい自分のことだけではなく、他人のことにも注意を払いなさい。」
フィリピの信徒への手紙第2章4節

201９年
５月の聖句

ＩＢＣ Tsim Sha Tsui Y‘s Men’s Club（香港）、Seoul Han Yang Club（韓国）
ＤＢＣ 神戸学園都市ワイズメンズクラブ

５月例会の予定 「私の居場所」
大輪 匡史

私は千代田区の靖国神社の近くに生まれ、育ち、小学生の頃は
身体は小さく体力もない子供でした。通学先の選択性も無い時
代、指定された小学校は越境入学生が集まる進学校で、学力も
クラスメートより劣り、虐められ、同級生について行くのが
やっとの日々でした。
そんな小学校低学年の時に親からの勧めで、初めてYMCA観音
崎キャンプに参加しました。そこで初めて周囲を気にせず自分
を出せる場所を見つけた思いでした。最初はキャンプを楽しむ
余裕もなく、仲間たちの活動について行くのがやっとでしたが
３泊４日テント生活で、メンバー達との朝祈祷、体操、朝食の
準備、ハイキング、水泳。キャンプソングを歌い、夜のファイ
ヤーなど一緒に生活をしている間に、ルームメート（テントメ
イト？）との距離はなくなりました。
夏も終わり、普段の学校生活に戻った時、精神的に現実を直視
出来る自分がそこに居ました。私には、大切な友人や想い出が
沢山あり、そしていつでもその場所に戻れるんだ、と言う思い
が湧いてきました。そこは私の心の居場所でした。
昔の私がそうであったように、現実から逃避するのでは無く、
向かい合える自信を、普段の生活以外につくれる場所があって
も良いのではと思います。私にそれを気付かせてくれたのは
YMCAのキャンプでした。まさに私の居場所でした。
これからもワイズの活動を通して、私が体感したような、子供
たちの居場所造りのお手伝いをしたいと考えています。
何をするかではなく、社会に何をさせてもらえるかです。
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在籍者 １２名

出席者 ７名

メーキャップ ３名

出席率 ８３.３％

ゲスト（リーダー） １０名

ビジター 0名

メネット・コメット 0名

にこにこ 0円



4月第一例会『くにたち さくらフェスティバル』

小林 文彦

4月の第一例会は恒例となりました、国立市が後援する「く
にたち さくらフェスティバル」への参加でした。このさ
くらフェスは今年で42回目の開催となり、近隣に住む方々
に春のイベントとして楽しみな催しとして定着しています。
公園を囲むように桜の木が並び、例年ですと葉桜となって
しまう日程ですが、今年は桜冷えが幸いし桜の花も見ごろ
で、また6日、7日の日中は好天にも恵まれ、多くの住民の
方々が訪れました。
谷保第三公園に設置された舞台では歌やダンス、太鼓など
のパフォーマンスが披露され、警察、消防、赤十字などの
展示や実演、YMCA、ワイズなど参加団体の模擬店やバザー、
活動紹介、さらには屋台も並び公園はお祭りの雰囲気と
なっていました。
当ワイズは、西センターと合同で３枠のスペースを確保し
て、西センターは『紙コップロケット作り』をブースに来
てくれた子ども達にリーダーが作り方を指導して、一緒に
制作をしました。ワイズは提供いただいた献品の『バザー
販売』と子どもの居場所活動を想定しての『ゲームコー
ナー』を行いました。
『紙コップロケット』には2日間で200人を超える子ども達
が訪れ、子ども達がロケットを制作している間に、スタッ
フやリーダーがYMCAのパンフレットを手渡し、日頃の
YMCAの活動の紹介など告知活動を行いました。
『バザー販売』は他団体など数か所で実施されていました
が、どこも人気がありフェスティバル開始時間の10時前か
ら品物の前に人だかりが出来るほどで、ワイズのブースの
品も主だった品物は初日で捌けてしまうほどでした。
『ゲームコーナー』ではブースを訪れた子どもとワイズの
メンバーが3種類のゲームの内いずれか1種類のゲームで勝
負して、子どもが勝てば好きな駄菓子３個、負ければ１個
もらえる内容で行いました。こちらは小学校低学年以下の
子どもに好評で、2回、3回のリピーターも続出で2日間延べ
75人程が参加してくれました。
翌8日の公園清掃は板村さんに対応いただき、今年のさくら
フェスも無事終了となりました。ここは、地元の方々に
YMCAの活動を直接告知できる貴重な機会であり、可能な限
り継続していければ、と思いました。
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開催日：2019年４月6日～７日（土･日）08:30～17:00
会 場：国立市谷保第三公園
参加者：麻生、伊佐、野尻、板村、出沼、大輪、小林、

西センターリーダー （敬称略）

記念講演はスローガンに相応しい人物
と内容が用意されています。『原爆で
死んだ米兵秘話』の著者である森重昭
氏の講演と、森氏の活動を米国人監督
が追ったドキュメンタリー映画
『Paper Lanterns (灯籠流し)』の上映だ。
森氏は第64回菊池寛賞や2017年日本記
者クラブ特別賞を受賞した歴史研究家。
8歳の時広島で自ら被爆を体験し、会社
勤めをしながら被爆に関わる証言者を

第22回東日本区大会 開催迫る
小林 文彦

▼西東京スタッフ新体制
中里、出沼、沖津に、新しいスタッフ3名が加わり、4月
から6名体制でスタートしています。

池端謙昭（いけはた けんしょう） せんべい
主担当：放課後等デイサービス・キャンプ

古明地祥代（こめいち さちよ） こだま
主担当：放課後等デイサービス 児童指導員

濱島佐知子（はまじま さちこ） のりしお
主担当：事務

新しい体制の西東京コミュニティーセンターをどうぞよ
ろしくお願いいたします。
▼報告
4月11日千葉県成田市ＰＧＭ総成ゴルフクラブで「第29回
東京ＹＭＣＡチャリティーゴルフ大会」が開催され、127
名が参加しました。支援金516,000円はフレンドシップ
ファンド（経済的困難を抱える家庭の子どもたち支援）
や、障がい児及び不登校児支援活動のために用いられま
す。
▼5月の予定
5月25日 第17回会員大会 13時～（山手センター）
▼連絡
2019年4月、西東京せンターの開館時間が変わりました。

開館：火曜日～金曜日 13：00～20：00
休館：月曜日・土曜日・日曜日・祝日

第22回東日本区大会は6月1日㈯と６月2日㈰の二日間に
渡り、東京･代々木の国立オリンピック記念青少年総合
センターを会場に開催されます。東京サンライズクラブ
をホストクラブとして開催される今大会は、スローガン
に「つなごう 平和への 道しるべ」を掲げていて、世
界的な統合から分断へ向う風潮が強まるこの時代、ワイ
ズの信条を推し進め、実現していくことで、この風潮へ
の歯止めを掛け、明るい未来へのマイルストーンを一つ
置く事が出来るのではないでしょうか。

を訪ね歩く中、広島の原爆で12名の米兵捕虜が亡くなって
いた事を知り、「僕も同じ運命に遭った人間。どんな死に
方をしたか、せめて遺族にだけは真実を伝えよう」との思
いから、一人ひとりの足跡を丹念に調べ、記録し、遺族を
探し出し交流を行った。映画『Paper Lanterns (灯籠流し)』
は森氏と２人の米兵の遺族との交流を追ったものである。
記念講演は6月1
日、「東日本区
アワーⅠ」後の
15時45分（予
定）からカル
チャー棟大ホー
ルで開催。
大会は日程表に
あるように、会
期前日に開催さ
れるゴルフコン
ペを皮切りに、
役員会、前夜祭、
セレモニー、
セッション、
講演会、と続き6月2日日曜日お昼の閉会式をもって終了
となります。
あずさ部各クラブは大会運営面での全面的サポートを行
うため、当クラブにも様々な協力依頼が来ると思われま
す。力を合わせて大会の成功を支えたいと思います。

＜西東京YMCA便り＞
出沼 一弥
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